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図 2.1 PEDOT：PSS 分子式 
共役二重結合 
図 2.1 の示すように PEDOT 内では主鎖の

















図 2.2 電子の軌道 
ゼーベック効果 
 




























度行い、現像液で Cu を露出させた。 
② Cu 表面の洗浄と Ni メッキ 
次に、Cu を露出させた基板を洗浄した。
超蒸留水 10 分、メタノール 10 分、アセト
ン 10 分、アセトン 10 分、メタノール 10
分、超蒸留水 10 分の順に洗浄作業をした。
その後、洗浄した Cu 電極に Ni メッキを施
した。 

















完成したモジュールは図 3.2 である。 
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